


































































How Are Local People Involved in Heritage Management?
Case in the nomination process on the list of UNESCO World Heritage  
at the ruins of Nan Madol, Federated States of Micronesia
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Abstract:  In this paper I argue that the involvement of local 
community into a management of cultural heritage is important 
and essential. Local community may play a leading role in 
implementation of heritage management in a sustainable way 
in its local context. In the case of the archaeological site of Nan 
Madol in the Federated States of Micronesia, there have been a 
confrontational situation over the ownership of the site between 
stakeholders including government, local community and 
individual landowner. The government has wanted to inscribe 
the site on the List of UNESCO World Heritage for a long time. 
However, this situation may be an obstacle not only on the 
nomination process but also on the implementation of heritage 
management. In order to solve this issue, the workshop, initiated 
by Japanese experts (funded by the Japan Foundation and the 
Japan Consortium for International Cooperation in Cultural 
Heritage) and UNESCO Office for the Pacific States, was took 
place inviting all stakeholders to discuss how to conserve and 
manage the site. Finally all stakeholders arrived at an agreement 
that they cooperate and work well together in safeguarding Nan 
Madol. This case will be a showcase of heritage management 
involving various stakeholders including local community.
図－７．2011 年 11月にコロニア市で開催された
ワークショップの様子
021平成24年度　遺跡等マネジメント研究集会（第２回）報告書
２つの会堂　2011年３月11日の東日本大
震災では多くの文化財が深刻な被害をこう
むった。福島市内にはW・M・ヴォーリ
ズ（1880～1964）の設計による２つのキ
リスト教会堂があり、震災により甚大な被
害を受けたが、そのうちのひとつは残り、
もうひとつは取り壊されるという運命をた
どった。
ヴォーリズは日本各地に教会建築や学校
建築を数多く残し、日本基督教団大阪教会
（1922）や神戸女学院大学校舎群（1931）、
アニメ「けいおん！」の舞台として一躍
有名となった旧豊郷町立豊郷小学校校舎
（1937）がその代表作である。福島市内に
は日本基督教団福島新町教会（1928）と日
本基督教団福島教会（1909）の２つの建築
があったが、東日本の一都市にヴォーリズ
の複数の作品が残っているのは珍しい。こ
のうち福島新町教会の会堂は大きな被害を
うけたものの、修復工事を施すことによっ
て復活をとげた。いっぽう福島教会の会堂
は震災後まもない３月22日に解体が決ま
り、４月はじめまでに取り壊された。
私は2012年７月に福島を訪れ、２つの
教会を訪問する機会を得た。そのとき見聞
きしたことを、私見とともに以下に記した
いと思う。
福島新町教会の状況　福島新町教会は木造
平屋（一部３階）の構造で、福島市内の中
心部に位置する。現在の担任牧師は瀧山勝
子牧師で、この教会で牧会をもって約30
年になる。
福島新町教会は地震によって大きな被害
を受け、地震直後は立入禁止の「赤紙」を
貼られるほどだった。しかし地震の十数年
前に大改修を施していたためか、構造には
思いのほか被害が少なかったため、修復工
事をおこない会堂を残すという選択がなさ
れた。
しかし福島新町教会は文化財としての指
定を受けておらず、公的な援助は一切な
く、修復工事は自分たちでまかなわざるを
得なかった。教会員の献金に加え、他教会
からの支援金、日本基督教団からの支援
金・借入金などにより、２千万円におよぶ
修復建築費をなんとかまかない、2012年
11月に修復が完了した。
もちろん修復にいたるのは困難な道のり
で、牧師と教会員の間で15回にもわたる
建築委員会の話し合いがもたれ、ようやく
合意形成にいたったという。福島新町教会
は比較的小規模な教会ではあるものの、長
年にわたって通い続ける教会員も多く、会
堂への愛着が深い人も多かったので、最終
的に会堂を残すという判断にたどりつくこ
とができたのではないか、と瀧山牧師は語
る。
福島教会の状況　福島教会は木骨煉瓦造平
屋（一部２階）の構造で、福島市内の中心
部に位置し、福島新町教会とは400メート
ルほどしか離れていない。2001年には登
録有形文化財に指定され、町のシンボルと
して多くの人に親しまれた。
地震では大きな被害を受け、煙突が倒壊
し、内部にも無数の亀裂が走った。周辺に
は住宅地が広がっているため、相次ぐ余震
により会堂全体が倒壊すると、周囲にも多
大な被害をおよぼすことが予想された。そ
のため「取り壊し」という苦渋の選択を強
いられることとなった。
しかしその直後から、貴重な文化財を
取り壊したことに対する「もったいない」
「解体なんて」という批判が牧師や教会関
係者に寄せられたという。おりしも牧師は
体調を崩して担任牧師を辞せねばならない
状況となり、一時教会は牧師不在という危
機にまでおちいった。しかし2011年12月
に、一度は現役を引退していた似田兼司牧
師が着任し、無牧の状態を脱して再建の道
を歩み始めた。
会堂は失われたものの、幸い伝道館の建
物は残されたので、現在はそこで礼拝が守
られている。新会堂建築の機運も高まり、
ヴォーリズ建築事務所に設計を依頼し、
2014年より施工が開始される予定だとい
う。しかし以前のものとまったく同じもの
を再建するのは費用的にも厳しいという。
そうでなくとも再建には数千万円の費用が
見込まれ、一部は日本基督教団からの支援
金・借入金でまかなうものの、多くは教会
員の献金や他教会の支援に頼るしかないと
いう。
震災後、福島では人口の流出に歯止めが
かからないという。大阪からこの地に赴任
してきた似田牧師が、転入の届けのため
に市役所の窓口をたずねると、「転入です
か？」と担当職員に念を押されたという。
教会員の減少も深刻な問題で、とりわけこ
れからの教会を支えていく若い世代の少な
いことが課題であるという。地震の被害だ
けでなく、原発事故の影響が、いまだにこ
の地を苦しめていることに胸が痛んだ。
生きている遺産をどう守るか　福島の２つ
の教会を訪れ、あらためてこれらの文化財
が「生きている遺産」であることを深く印
象付けられた。いうまでもないことだが、
教会員にとって教会堂は文化財であると同
時に礼拝の場である。彼らにとって文化財
を守ること以上に、礼拝を守り続けること
が重要なのである。
福島教会の取り壊しには一部からは批判
も寄せられた。あるいは多額の費用をかけ
れば修復することもできたかもしれない。
しかしそれでは教会員に多大な負担をか
け、あるいは教会を維持していくことすら
立ち行かなくなったかもしれない。いっぽ
うで福島新町教会では、文化財である教会
堂を残すことが、礼拝を守っていく決意の
シンボルともなっている。
残す、残さないという２つの選択の是非
を決めることはおそらく出来ないし、意味
のあることとは思えない。いずれの判断
も、礼拝を守っていくという意思から来た
ものであることは疑い得ないからである。
（石村　智／奈良文化財研究所）
修復された福島新町教会の外観
福島新町教会の会堂の内部
更地になった福島教会の会堂の跡地
福島教会の伝道館には、かつての
会堂の十字架が残されていた
コラム 残された教会、残されなかった教会 ―福島における被災教会堂のゆくえ―
